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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 19 年 10 月 12 日付当社「特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ」に

おいて発表いたしました平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日）通期

業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1日～平成 20 年 3 月 31 日）通期業績予想の修正 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 2,370 △ 210 △ 190 △ 350 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 2,160 △ 360 △ 340 △ 515 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 210 △ 150 △ 150 △ 165 

増 減 率            （％） △ 8.9 － － － 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） 
1,920 △ 453 △ 444 △ 462 

 

２．修正の理由 

売上高につきましては、当社の顧客基盤である建設業においてＴＯＣ関連アプリケー

ションを活用しての効率的な工事モデルは広がりを見せつつありますが、市場での販売

においてはいまだ実験的雰囲気を打破することができず、計画を下回って推移している

ため、修正いたします。 

営業利益につきましては、売上予想の修正に伴い、コスト諸経費についての徹底した

見直しを織り込んだこと、並びに、中間期で減損処理したことによる下期以降の費用負

担の軽減を考慮して修正いたします。これに伴い、経常利益、当期純利益を修正いたし

ます。 

 

※上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なることがあります。なお、当社はパッケージ

ソフトウェアの開発・販売を主たる事業としているため、当社の業績は売上高の増減がほぼその

まま営業利益に影響するという特徴があります。 

               以  上 


